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１１月９日（木）、３年生が高い頂をめざして力強く歩みを進
めていく力を蓄えるために、恒例の「峠の力餅集会」が行われま
した。 
教頭先生、大山学年主任の挨拶に続き、遠藤正淑先生と後藤恵

治先生より熱い激励の言葉があり、また保護者を代表して青木敏
ＰＴＡ学年委員長がエールを切ってくださるなど、会場は大いに
盛り上がりました。最後は山﨑元太団長の指揮で「おお勝利」を
熱唱し、学年の団結を高め、一体となって勝利を呼び込みました 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県座間市で発生した事件の被害者に、高校生が３人含まれて
いたことは私たち教育関係者にとって大きなショックです。改めて
SNS の持つ怖い一面を思い知らされます。普段面と向かっては言えな
いことでもネット上では吐露しやすい、したがって、つい言葉巧みな
誘いに乗ってしまう、こういった危険性をしっかりと生徒たちに指導
しなければならないと思っています。どうぞご家庭でも機会をとらえ
てこのことを話題にしていただくとともに、何か気がかりなことがあ
りましたら、学校までお知らせいただきますようお願いいたします。            

校長  佐藤  俊一  

 １０月２９日（日）に創立１３３周年の記念式典・記念講演が行
われました。佐藤校長は式辞の中で、本校出身で大蔵大臣を務めた
結城豊太郎氏が本校を訪問された際のエピソードを紹介し、「日々の
学業に、部活動にそして社会参加活動に打ち込み、やがて国家・社
会の有為なる形成者へと育ってくれることを願う」という期待を述
べました。  
記念講演では、東京大学教育学部長の小玉重夫先生より、「アクテ

ィブラーニングの時代の新しい教育の形」という演題で、「学校は、
現実を動かす理想の場から、現実と切り離された虚構の場となった
高度成長期を経て、今日では現実世界と相互浸透する可能世界の場
である。この可能世界としての学校という視点こそがアクティブラ
ーニングと１８歳選挙権の時代の学校の変容をとらえる上での鍵と
なる」と、高校・大学での新しい学びのあり方について、身近な映
像作品の例をあげながら、ご講演いただきました。  



 

 

【１２月】 

11月30日(木)～12月4日(月) 後期中間考査 

1（金） 学校安全の日 

4(月) 山東探究塾Ⅰ・Ⅱ 

5（火） 3年センター演習開始 

6(火) Ｃ週水曜の日課 

7(木) Ｄ週月曜の日課、カウンセラー相談日  

9(土) １・２年土曜セミナー 

9(土)～10(日) ３年校内マーク模試 

9(土)～19(火) １年アメリカ研修（希望者）

11(月) 山東探究塾Ⅰ・Ⅱ 

12（火） 台湾高校生との交流会（本校会場） 

山東探究塾Ⅱ課題研究発表会 

13(水)  大掃除 

14（木） Ａ週火曜の日課 

16（土） ２年土曜セミナー 

18（月） カウンセラー相談日、山東探究塾Ⅰ・Ⅱ 

20(水) 全校集会、１年租税教室・模擬投票 

21(木)  冬期講習（1･2年～27、3年～28） 

23(土)～24(日)  3年校内マーク模試 

26（火）～27(水)  １年医進塾 

28（木）  1・２年確認考査  

29（金）～1月3日（水）学校閉鎖【登校禁止】 

  山東探究塾 

 

 
 
 

 

 

 

 

即興型英語ディベート講座 
 
１１月１５日（水）に、大阪よりﾊﾟｰﾗﾒﾝﾀﾘｰﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ人財育成協会の講

師をお迎えし、１、２年生の希望者４８名が「即興型英語ディベート講
座」を受講しました。今回の論題「宿題を廃止すべきである」「日本のア
イドルは恋愛禁止であるべきだ」について、グループ毎意見を構築し、
英語による舌戦を展開していました。 
生徒達は試行錯誤しながらも、相手を説得しようと自分の持っている知識と力を発揮し、ディベ

ートそのものを楽しむことができたようです。また、今回は、ジャッジも経験することができ、論
の流れをきちんと汲み、明確な根拠を持って堂々と勝敗を決める頼もしい姿が見られました。  

参加生徒のうち２年生３名が、１２月に東京大学で行われる全国大会に出場します。 

 

 

◇東北大会 

【吹奏楽】全日本吹奏楽コンクール東北大会 銀賞 

【囲碁】東北地区高校囲碁選手権大会  

 山形県チーム大将戦：３位 竹村 朝 

◇県高校新人大会等 ≪上位入賞≫  

【女子ハンドボール】  第 2 位 

【弓道】男子個人 第 2 位 工藤智 

（射道優秀賞、東北大会・全国大会出場） 

【フェンシング】 男子学校対抗 第 3 位 山形東 

          女子学校対抗 第 2 位 山形東 

 男子フルーレ：2 位 齋藤丈 3 位 國井亮都 

 男子エペ ：1 位 結城右京 2 位 土屋圭輔   

 男子サーブル:2 位 加藤颯人 3 位 早坂拓能 

 女子サーブル:1 位 高橋美帆 2 位 新野まどか   

【放送】県高校放送コンテスト新人大会  

朗読部門：8 位峯田あみ 12 位松木花菜子   

ラジオキャンペーン部門：2 位  （東北大会出場） 

○関西福祉科学大高校生論文コンクール 

  優秀賞：山内結有 特別賞：渡部美星 

○やましん紙上歌会 入選：渡邉春華  

◇読書感想文・論文・書評受賞者  

○青少年読書感想文全国コンクール県審査  

優秀：大樂可奈 入選：板垣敦也  

○税に関する高校生の作文  

山形税務署副所長賞：庄司百伽  

○校内読書感想文 最優秀：上野侑太郎 

優秀：板垣敦也 大樂可奈 

○校内書評 最優秀:樋口芳英、優秀：髙橋知都世 

【実践コース（２年）】 
 １２月の中間発表会に向け、各自準備を進めるとともに、科学の甲子園県大
会・サイエンスアゴラ（お台場）等の各種大会などに積極的に参加しています。 
【基礎コース（１年）】 
１１月は「地域の活性化と観光」（講師：県観光物産協会  佐藤嘉高氏）、「イ

ノベーションの必要性と実践について」（講師：一般社団法人 i.club 小川悠氏）
の２講座を受講し、テーマ設定に向け学びを深めました。また、２名が国際連
合大学（東京都）で行われた全日本高校模擬国連大会に参加し、他校代表の綿
密な計画性・交渉術に大きな刺激を受け、来年度大会への意欲を高めました。 


